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第
17
回
明
和
町
総
合
防
災
訓
練
が
防

災
の
日
の
９
月
１
日
、
中
学
校
校
庭
で

開
か
れ
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
、
区

長
会
、
東
・
西
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
消
防
署
、
役
場
な
ど
12
団
体
、
約

５
０
０
人
の
参
加
者
が
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
大
規

模
災
害
に
備
え
、
防
災
活
動
の
技
術
向

上
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
災
害
に
対
す
る

意
識
を
高
め
よ
う
と
開
催
。
震
度
６
弱

の
烈
震
に
見
舞
わ
れ
家
屋
の
倒
壊
や
火

災
が
発
生
し
、
さ
ら
に
大
型
台
風
の
接

近
で
河
川
が
増
水
し
、
堤
防
に
亀
裂
が

生
じ
た
と
い
う
想
定
で
、
住
民
の
避
難

訓
練
を
は
じ
め
、
初
期
消
火
、
心
肺
蘇そ

生
救
護
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動
、
有
毒
ガ

ス
対
応
、
高
層
建
物
救
出
救
助
な
ど
12

項
目
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
本
部
長
の
斎
藤
町
長
は
「
実
践

さ
な
が
ら
の
訓
練
を
体
験
し
、
一
段
と

◇
期
間
　

９
月
21
日
（土）
〜
30
日
（月）

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

「
事
故
の
な
い
　
群
馬
の
未
来
は
　

あ
な
た
か
ら
」

◇
運
動
の
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
死
者
の
約
5
割
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。

歩
行
中
に
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
ほ
か
、
運
転
中
の
事
故
も
増

え
て
い
ま
す
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
者
の
安

全
に
配
慮
し
た
運
転
を
、
ま
た
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
も
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「
止
ま
っ
て
確
か
め
る
」
運
動
の
推
進

交
通
事
故
の
大
半
は
、
安
全
確
認
が

な
さ
れ
ず
、
も
し
く
は
不
十
分
な
こ
と

か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
時
停
止
場
所
で
は
、
必
ず
止
ま
っ

て
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
の
徹
底

事
故
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
運
転
者

も
同
乗
者
も
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
は
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「万が一」に備えて500人が訓練
明和町総合防災訓練

心
強
さ
を
覚
え
、
万
が
一
の
災
害
時
に

な
ん
ら
の
不
安
も
な
く
皆
様
に
ご
期
待

い
た
し
ま
す
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。水災防ぎょ活動訓練（月の輪工法） 有毒ガス対応訓練

建物火災消火訓練 油火災消火訓練 少年消防クラブ員がバケツリレーで初期消火


